
【
論
文
】「

漢
文
教
授
ニ
関
ス
ル
調
査
報
告
」
に
お
け
る
普
通
文
の
影
響
に
つ
い
て

―
―「
文
法
上
許
容
ス
ベ
キ
事
項
」
と
の
対
照
を
通
し
て
―
―

佐
川　

繭
子

序
言

　

現
在
の
漢
文
訓
読
の
規
範
と
な
っ
て
い
る
「
漢
文
教
授
ニ
関
ス
ル
調
査

報
告
」（
明
治
四
十
五
年（

（
（

、
文
部
省
。
以
下
、
適
宜
「
漢
文
調
査
報
告
」

と
称
す
る
（
は
、
大
島
晃
に
よ
れ
ば
「
学
校
教
育
の
必
要
か
ら
そ
の
基
準

を
ま
と
め
た
も
の
で
、
国
語
教
育
の
普
及
・
発
達
に
伴
っ
て
そ
れ
と
の
調

和
を
図
ろ
う
と
し
」
た
も
の
で
あ
る（

（
（

。「
国
語
教
育
」
に
は
様
々
な
要
素

が
含
ま
れ
る
が
、
本
稿
で
は
文
体
と
い
う
観
点
か
ら
考
察
を
行
う
。

　

明
治
期
は
、
日
本
語
の
書
き
言
葉
が
意
識
的
に
作
ら
れ
た
時
代
で
あ

る
。
人
々
の
試
行
錯
誤
や
錬
成
を
経
て
、
言
文
一
致
体
が
そ
の
地
位
を
得

る
が
、
そ
の
過
程
で
明
治
時
代
の
文
語
文
と
い
う
も
の
が
作
ら
れ
た（

（
（

。
そ

の
文
語
文
は
普
通
文
と
も
呼
ば
れ
た
が
、
漢
文
訓
読
を
基
盤
と
し
な
が

ら
、
漢
文
そ
の
も
の
か
ら
は
独
立
し
て
行
わ
れ
た
。
そ
の
よ
う
な
普
通
文

の
普
及
が
、
か
え
っ
て
漢
文
の
訓
読
に
影
響
し
た
可
能
性
は
な
い
の
で
あ

ろ
う
か
。
こ
れ
が
、
本
稿
に
お
け
る
問
い
で
あ
る
。
漢
文
を
そ
の
源
流
と

す
る
普
通
文
に
対
し
て
、
漢
文
訓
読
へ
の
干
渉
を
考
え
る
と
い
う
視
点
は

本
末
転
倒
で
あ
る
印
象
を
与
え
よ
う
。
し
か
し
、
普
通
文
が
漢
文
に
影
響

さ
れ
な
が
ら
も
日
本
語
の
文
体
と
し
て
書
か
れ
て
い
る
な
ら
ば
、
そ
こ
で

生
じ
た
変
化
が
逆
に
同
時
代
の
漢
文
訓
読
に
影
響
を
与
え
る
可
能
性
自
体

は
否
定
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　

そ
こ
で
、
本
稿
で
は
普
通
文
に
見
ら
れ
る
破
格
や
誤
謬
と
さ
れ
る
文
法

を
許
容
し
た
、「
文
法
上
許
容
ス
ベ
キ
事
項
」（
明
治
三
十
八
年
文
部
省
告

示
第
百
五
十
八
号
。
以
下
、「
許
容
事
項
」
と
称
す
る
（
を
用
い
て
、
そ

こ
に
見
ら
れ
る
文
法
が
「
漢
文
調
査
報
告
」
に
現
れ
て
い
る
の
か
否
か
に

つ
い
て
考
察
す
る
。

　

こ
こ
で
、
先
行
研
究
に
つ
い
て
述
べ
て
お
く
。
こ
れ
ま
で
、「
漢
文
調

査
報
告
」
に
つ
い
て
は
訓
読
の
史
的
変
遷
と
い
う
観
点
か
ら
の
研
究
が
な

さ
れ
て
お
り（

（
（

、
普
通
文
と
の
関
り
に
つ
い
て
は
論
じ
ら
れ
て
い
な
い
。
ま

た
、「
許
容
事
項
」
と
訓
読
と
の
関
係
に
つ
い
て
論
じ
た
も
の
と
し
て
は
、

国
語
調
査
委
員
会
編
『
現
行
普
通
文
法
改
定
案
調
査
報
告
之
一
』（
明
治

三
十
九
年
、
国
語
調
査
委
員
会
。
以
下
、「
普
通
文
法
調
査
報
告
」
と
称

す
る
（
や
、
羅
工
洙（

（
（

、
佐
藤
進（

（
（

の
研
究
が
あ
る
。「
普
通
文
法
調
査
報
告
」

― （9 ―



に
つ
い
て
は
後
述
す
る
が
、
多
数
の
用
例
を
集
め
て
語
法
の
史
的
変
遷
を

論
じ
た
も
の
で
あ
り（

（
（

、
訓
点
資
料
も
用
い
ら
れ
て
い
る
。
羅
は
、
明
治

三
十
年
代
の
漢
文
教
科
書
や
明
治
期
の
『
論
語
』
諸
本
の
訓
点
を
調
査
す

る
中
で
「
許
容
事
項
」
の
用
例
も
取
り
上
げ
て
い
る
。
佐
藤
は
、「
許
容

事
項
」
の
各
事
項
に
つ
い
て
訓
読
と
の
比
較
を
行
っ
て
い
る
が
、「
普
通

文
法
調
査
報
告
」
は
踏
ま
え
て
い
な
い
。

　

改
め
て
、
本
稿
で
用
い
る
普
通
文
と
い
う
語
に
つ
い
て
述
べ
て
お
く
。

普
通
文
と
い
う
語
は
明
治
初
期
か
ら
見
え
る
が
、
そ
れ
が
指
す
文
体
は
使

用
者
や
そ
の
時
期
に
よ
り
様
々
で
あ
る
。
日
本
語
学
会
編
『
日
本
語
学
大

辞
典（

（
（

』
の
「
普
通
文
」
の
項
に
は
、「
文
部
省
が
「
小
学
校
令
施
行
規
則
」

（
一
九
〇
〇
（
に
お
い
て
「
近
易
ナ
ル
普
通
文
」
と
い
う
用
語
を
用
い
、

そ
の
文
語
文
の
用
法
を
「
文
法
上
許
容
ス
ベ
キ
事
項
」（
一
九
〇
五
（
と

し
て
整
理
す
る
と
と
も
に
、『
尋
常
小
学
読
本
』（
第
一
・
二
期
国
定
読
本
、

一
九
〇
四
・
一
九
一
〇
（
に
お
い
て
実
例
が
示
さ
れ
る
に
及
び
、
普
通
文

が
標
準
的
な
明
治
文
語
文
の
呼
称
と
し
て
定
着
し
た
」
と
あ
り
、
本
稿
で

は
こ
れ
を
参
照
し
て
「
許
容
事
項
」
等
に
見
ら
れ
る
文
体
、
当
時
の
公
用

文
に
見
ら
れ
る
文
体
を
普
通
文
と
称
す
る
。
言
文
一
致
体
が
成
立
し
て
い

く
過
程
で
、
普
通
文
と
称
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
文
語
文
と
言
う
こ
と
も

で
き
る
。

一
、「
漢
文
教
授
ニ
関
ス
ル
調
査
報
告
」
と
普
通
文

　
「
漢
文
教
授
ニ
関
ス
ル
調
査
報
告
」
は
、
明
治
四
十
五
年
三
月
二
十
九

日
に
公
表
さ
れ
た
（『
官
報
』
第
八
六
三
〇
号
彙
報
（。
報
告
者
は
服
部
宇

之
吉
他
十
名
、「
句
読
点
」「
返
点
」「
添
仮
名
」「
読
法
」「
句
読
法
以
下

諸
則
適
用
ノ
例
」（
以
下
、「
適
用
ノ
例
」
と
略
す
（
か
ら
構
成
さ
れ
る
。

多
数
の
例
文
を
挙
げ
て
い
る
が
、
送
り
が
な
が
付
さ
れ
て
い
る
例
文
は
、

「
添
仮
名
法
」「
読
方
」
お
よ
び
「
適
用
ノ
例
」
に
限
ら
れ
る
。
そ
の
上
、

「
添
仮
名
法
」「
読
方
」
で
示
さ
れ
る
添
仮
名
は
、
例
文
全
体
に
渉
る
の
で

は
な
く
、
各
項
目
に
該
当
す
る
箇
所
の
み
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
体
例

上
、「
漢
文
調
査
報
告
」
の
用
例
の
少
な
さ
は
否
め
な
い
の
で
あ
る
が
、

そ
れ
で
も
明
示
さ
れ
て
い
る
個
所
に
つ
い
て
普
通
文
と
比
較
す
る
こ
と
は

可
能
で
あ
る
と
判
断
す
る
。

　

ま
ず
、「
漢
文
調
査
報
告
」
そ
の
も
の
と
普
通
文
と
の
関
り
に
つ
い
て

考
え
て
お
き
た
い
。

（
一
）『
送
仮
名
法
』
お
よ
び
芳
賀
矢
一
『
明
治
文
典
』
に
見
る
普
通
文

　
「
漢
文
調
査
報
告
」
自
体
が
普
通
文
で
書
か
れ
て
い
る
が
、
そ
の
他
に

国
語
と
の
関
係
を
明
示
す
る
の
は
、「
添
仮
名
法
」
の
文
言
で
あ
る
。
そ

の
第
一
に
、

送
仮
名
ハ
左
ノ
三
項
ノ
場
合
ヲ
除
ク
外
ハ
国
語
調
査
委
員
会
ニ
テ
定

メ
タ
ル
送
仮
名
法
ノ
本
則
ニ
準
拠
ス

― （0 ―
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文
、
口
語
文
ニ
ハ
之
ニ
準
ジ
テ
、
多
少
ノ
斟
酌
ヲ
要
ス
ベ
シ
。
本
法

ハ
普
通
ノ
漢
字
ニ
ツ
キ
テ
大
体
ノ
法
則
ヲ
定
メ
タ
ル
ニ
過
ギ
ザ
ル
ヲ

以
テ
、
本
法
ノ
及
バ
ザ
ル
ト
コ
ロ
ハ
、
句
読
点
、
傍
訓
、
仮
名
書
等

便
宜
ノ
方
法
ニ
ヨ
ル
モ
ノ
ト
ス
。

と
あ
る
の
に
よ
れ
ば
、『
送
仮
名
法
』
も
そ
の
整
理
の
産
物
で
あ
る
と
考

え
ら
れ
る
。
例
言
で
、「
現
行
普
通
文
」
と
「
書
翰
文
、
口
語
文
」
と
を

区
別
し
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、『
送
仮
名
法
』
が
上
引
の
二
に
対
応
し
て

い
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

　

こ
こ
で
、
国
語
調
査
委
員
会
に
お
け
る
送
仮
名
調
査
の
経
緯
に
つ
い
て

述
べ
る
と
、
文
化
庁
編
『
国
語
施
策
百
年
史（

（1
（

』
に
よ
れ
ば
、
明
治
三
十
九

年
度
の
重
要
案
件
に
「
送
仮
名
法
」
と
あ
り
、
そ
れ
に
先
立
つ
同
三
十
五

年
四
月
か
ら
翌
年
七
月
ま
で
の
議
案
に
「
送
仮
名
法
案
」「
送
仮
名
法
ニ

関
ス
ル
特
別
委
員
修
正
案
（
渡
部
菫
之
介
外
四
特
別
委
員
（」「
送
仮
名
法

修
正
案
（
委
員　

芳
賀
矢
一
（」
と
あ
り
、
同
時
期
の
参
考
書
類
に
「
送

仮
名
法
起
草
ニ
ツ
キ
テ
取
リ
ツ
ク
ル
方
針
」「
送
仮
名
法
案
（
補
助
委
員　

岡
田
正
美
（」「
送
仮
名
法
起
草
ニ
ツ
キ
テ
取
リ
ツ
ク
ル
方
針
（
補
助
委
員　

岡
田
正
美
（」「
送
仮
名
法
別
案
（
主
査
委
員　

芳
賀
矢
一
（」
と
あ
る
。

ま
た
、『
送
仮
名
法
』
の
調
査
担
当
者
は
芳
賀
矢
一
と
さ
れ
る（

（（
（

。

　

さ
て
、
整
理
が
必
要
と
み
な
さ
れ
た
「
現
行
普
通
文
」
と
は
、
ど
の
よ

う
な
文
体
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
形
成
途
上
に
あ
っ
た
と
も
い
え
る
当

時
の
文
章
（
文
語
文
（
に
つ
い
て
、『
送
仮
名
法
』
を
担
当
し
た
芳
賀
矢

と
あ
る
。
そ
こ
で
、
こ
の
『
送
仮
名
法
』
に
つ
い
て
概
観
し
て
お
く
。
国

語
調
査
委
員
会
は
、
明
治
三
十
五
年
四
月
に
任
命
さ
れ
、『
送
仮
名
法
』

は
明
治
四
十
年
に
公
表
さ
れ
た
。
国
語
調
査
委
員
会
発
足
後
の
同
年
七
月

に
そ
の
調
査
方
針
が
決
議
さ
れ
て
お
り
（『
官
報
』
第
五
六
九
九
号
彙

報
（、
そ
の
四
件
の
う
ち
二
件
目
に
、

文
章
ハ
言
文
一
致
体
ヲ
採
用
ス
ル
コ
ト
ト
シ
是
ニ
関
ス
ル
調
査
ヲ
為

ス
コ
ト

と
あ
る（

9
（

。
ま
た
、「
普
通
教
育
ニ
於
ケ
ル
目
下
ノ
急
ニ
応
セ
ン
カ
タ
メ
ニ

左
ノ
事
項
ニ
就
キ
テ
別
ニ
調
査
ス
ル
所
ア
ラ
ン
ト
ス
」
と
し
て
、

二　

現
行
普
通
文
体
ノ
整
理
ニ
就
キ
テ

三　

書
簡
文
其
他
日
常
慣
用
ス
ル
特
殊
ノ
文
体
ニ
就
キ
テ

と
も
あ
る
。
将
来
的
な
言
文
一
致
体
の
採
用
を
見
据
え
つ
つ
、
現
行
文
体

の
整
理
を
行
う
こ
と
を
定
め
た
の
で
あ
る
。
二
の
「
現
行
普
通
文
体
ノ
整

理
」
の
成
果
が
「
文
法
上
許
容
ス
ベ
キ
事
項
」
で
あ
る
と
さ
れ
る
が
、

『
送
仮
名
法
』
の
例
言
に
、

本
法
ハ
現
行
普
通
文
ヲ
標
準
ト
シ
テ
規
定
シ
タ
ル
モ
ノ
ニ
シ
テ
書
翰

― （（ ―
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一
は
、
明
治
三
十
九
年
「
漢
文
の
羈
絆
を
脱
せ
よ（

（1
（

」
に
お
い
て
、
次
の
よ

う
に
述
べ
て
い
る
。

今
日
の
文
体
は
大
体
か
ら
い
へ
ば
、
漢
文
を
直
訳
し
た
様
な
も
の
で

あ
る
。
漢
文
を
訓
読
し
て
、
テ
ニ
ハ
を
仮
名
で
書
い
た
様
な
も
の
で

あ
る
。
あ
ら
ゆ
る
修
辞
上
の
工
夫
も
漢
文
か
ら
得
て
来
た
も
の
で
あ

る
。
テ
ニ
ハ
を
約
め
て
、
文
字
を
顛
倒
し
て
漢
字
だ
け
を
書
き
あ
ら

は
す
事
に
す
れ
ば
、
些
し
の
手
間
で
漢
文
に
直
す
こ
と
が
出
来
る
の

が
多
い
。

　

こ
れ
に
よ
れ
ば
、
当
時
の
普
通
文
は
漢
文
訓
読
体
と
非
常
に
近
い
文
体

で
あ
っ
た
こ
と
が
認
め
ら
れ
る
。
そ
の
事
実
を
確
認
で
き
る
資
料
が
、
芳

賀
が
編
纂
し
た
『
中
等
教
科
明
治
文
典
』（
明
治
三
十
七
年
初
版
、
冨
山

房
（
で
あ
る
。
そ
の
「
編
纂
の
主
旨
」
二
に
は
、
次
の
よ
う
に
あ
る（

（1
（

。

文
部
省
教
授
要
目
に
於
て
は
初
三
年
級
迄
は
現
行
文
に
関
す
る
文
法

を
課
す
べ
し
と
い
へ
り
。
…
…
上
は
詔
勅
法
令
よ
り
、
下
は
新
聞
雑

誌
の
論
説
に
至
る
ま
で
、
明
治
時
代
に
は
自
ら
明
治
時
代
の
文
体
あ

り
。
生
徒
に
課
す
る
作
文
も
亦
常
に
之
を
標
準
と
な
さ
ざ
る
べ
か
ら

ず
。
…
…
本
書
は
…
…
な
る
べ
く
今
文
に
適
切
な
る
法
則
を
授
く
る

を
主
と
し
て
、
文
例
も
亦
、
概
し
て
平
易
な
る
漢
字
交
り
文
よ
り
採

れ
り
。
文
章
法
に
於
て
も
亦
、
今
文
の
構
造
を
説
く
を
主
眼
と
せ

り
。

　

こ
こ
か
ら
は
、『
明
治
文
典
』
が
当
時
の
現
代
文
で
あ
る
普
通
文
を

扱
っ
た
テ
キ
ス
ト
で
あ
る
こ
と
が
理
解
さ
れ
る（

（1
（

。
そ
こ
で
、「
平
易
な
る

漢
字
交
り
文
」
の
例
と
し
て
、「
練
習
一
、
左
の
文
に
つ
き
て
名
詞
を
指

摘
せ
よ
」
を
見
て
み
よ
う
。

（
イ
（
日
西
に
没
し
、
月
東
に
出
づ
。

（
ロ
（
牛
は
哺
乳
獣
な
り
。

（
ハ
（
豊
臣
秀
吉
は
尾
張
国
愛
知
郡
中
村
の
人
な
り
。

（
ニ
（ 

壮
年
に
及
び
独
立
の
生
涯
を
営
む
に
至
り
て
、
新
聞
紙
を
発

行
し
た
り
。

（
ホ
（
学
を
修
め
、
業
を
習
ひ
、
智
能
を
啓
発
し
、
徳
器
を
成
就
す
。

（
ヘ
（
青
は
藍
よ
り
出
で
て
、
藍
よ
り
も
青
し
。

（
ト
（
月
落
ち
烏
啼
き
て
霜
天
に
満
つ
。

（
チ
（ 

心
に
驕
な
き
と
き
人
を
敬
ふ
。
心
に
迷
な
き
と
き
は
人
を
咎

め
ず
。

　

九
つ
の
文
の
う
ち
二
つ
が
漢
文
由
来
で
あ
る（

（1
（

。『
明
治
文
典
』
に
は
、

こ
の
頁
以
降
に
も
漢
文
を
漢
字
か
な
交
り
に
直
し
た
例
文
が
散
見
し
て
い

る
。

　

次
に
、『
送
仮
名
法
』
の
例
文
を
見
て
み
る
と
、
第
一
則
「
漢
字
ヲ
以

― （（ ―

日本漢文学研究 19



テ
活
用
語
（
動
詞
、
形
容
詞
、
助
動
詞
（
ヲ
書
キ
ア
ラ
ハ
ス
ト
キ
ハ
、
語

尾
ノ
活
用
ス
ル
部
分
ヲ
送
仮
名
ト
ナ
ス
ベ
シ
」
の
例
外
規
定
に
、

除
外
一　

也
ノ
終
止
形
、
候
ノ
連
体
形
、
終
止
形
ニ
ハ
送
ラ
ズ
。

（
例
（ 

朝
ニ
道
ヲ
聞
イ
テ
、
夕
ニ
死
ス
ト
モ
可
也
。 

 

コ
レ
ハ
諸
国
一
見
ノ
僧
ニ
テ
候
。

除
外
三　

曰
ハ
ハ
ヲ
送
ラ
ズ
。

（
例
（
孔
子
曰
ク
仁
者
ハ
山
ヲ
楽
シ
ム
ト
。

と
あ
り
、
や
は
り
漢
文
の
書
き
下
し
文
に
相
当
す
る
例
文（

（1
（

が
挙
げ
ら
れ
て

い
る（

（1
（

。
こ
れ
ら
『
明
治
文
典
』『
送
仮
名
法
』
の
例
文
か
ら
は
、
漢
文
を

漢
字
か
な
交
り
で
書
き
表
し
た
文
章
（
漢
文
直
訳
（
が
普
通
文
に
包
摂
さ

れ
て
い
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
る
。
芳
賀
の
『
明
治
文
典
』
は
、
明
治

四
十
五
年
ま
で
は
出
版
が
確
認
さ
れ（

（1
（

、「
漢
文
調
査
報
告
」
が
発
表
さ
れ

た
当
時
も
普
通
文
と
漢
文
直
訳
と
の
関
係
は
同
様
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ

る
　

そ
の
後
、
普
通
文
は
衰
退
し
て
い
く
が（

（1
（

、
普
通
文
は
漢
文
訓
読
の
形
で

現
代
に
ま
で
伝
え
ら
れ
た
と
言
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。

（
二
）
服
部
宇
之
吉
と
普
通
文

　

次
に
、「
漢
文
調
査
報
告
」
の
担
当
者
で
あ
る
服
部
宇
之
吉
の
普
通
文

利
用
に
つ
い
て
考
え
た
い
。

　

服
部
の
著
述
は
多
数
あ
り
、
悉
皆
調
査
は
行
っ
て
い
な
い
が
、「
漢
文

調
査
報
告
」
以
前
も
の
は
普
通
文
で
書
か
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
そ
こ

で
、
服
部
の
普
通
文
も
「
許
容
事
項
」
と
の
関
り
を
考
え
る
参
考
資
料
と

し
た
い
。「
漢
文
調
査
報
告
」
以
前
に
発
表
さ
れ
た
著
書
の
う
ち
、
次
世

代
デ
ジ
タ
ル
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
に
よ
る
全
文
検
索
が
可
能
で
、
か
つ
専
門
書

で
あ
る
『
清
国
通
考
』
第
一
篇
（
明
治
三
十
八
年
、
三
省
堂
（
を
用
い
る

こ
と
に
す
る
。

　

管
見
で
は
、
服
部
が
言
文
一
致
体
（
口
語
体
（
を
用
い
始
め
た
の
は
、

昭
和
初
期
の
よ
う
で
あ
る
。
大
正
期
に
発
表
さ
れ
て
い
る
講
演
録
の
類
は

す
で
に
口
語
文
で
書
か
れ
て
お
り
、
服
部
自
身
が
書
い
た
も
の
と
区
別
し

が
た
い
も
の
も
あ
る
が
、「
孔
子
と
知
天
命
」（『
斯
文
』
九
・
九
、
昭
和
二

年
九
月
（
あ
た
り
か
ら
口
語
文
を
採
用
し
て
い
る（

11
（

。
同
年
の
『
孔
夫
子
の

話
』（
十
二
月
、
京
文
社
（
は
一
般
読
者
を
対
象
と
し
て
い
る
た
め
か
、

序
文
か
ら
す
で
に
口
語
文
、
か
つ
総
ル
ビ
で
表
記
さ
れ
て
い
る
。
他
方
で

は
、
専
門
書
で
あ
る
『
佚
存
書
目
』（
昭
和
八
年
四
月
、
服
部
宇
之
吉
（

は
、
序
文
、
凡
例
、
本
文
中
の
解
説
す
べ
て
普
通
文
で
あ
る
。
た
だ
し
、

そ
の
序
文
に
は
句
読
点
が
な
く
、
凡
例
・
解
説
に
は
句
読
点
が
あ
る
と
い

う
別
が
あ
る
。
ま
た
、
晩
年
に
書
か
れ
た
『
儒
教
倫
理
概
論
』（
昭
和

十
六
年
、
冨
山
房（

1（
（

（
は
、
本
文
は
口
語
文
で
書
か
れ
て
い
る
が
、
序
文
は

句
読
点
の
な
い
普
通
文
で
あ
る
。
参
考
ま
で
に
、
同
年
の
土
居
光
知
「
句

読
点
に
就
い
て
」（『
文
藝
』
十
月
号
（
に
は
、
当
時
の
文
章
に
つ
い
て

― （（ ―
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「
法
律
の
條
文
、
公
文
書
、
官
報
の
文
章
等
に
は
句
読
点
を
附
け
ぬ
こ
と

が
普
通
で
あ
る
。
手
紙
の
文
章
に
句
読
点
を
附
け
て
は
失
礼
に
な
ら
う
。

最
近
で
は
新
聞
の
雑
報
欄
に
も
句
読
点
が
殆
ど
用
ひ
ら
れ
な
く
な
り
つ
つ

あ
る
。
法
律
の
條
文
、
公
文
書
等
に
句
読
点
が
な
い
の
は
こ
れ
ら
の
文
章

に
威
厳
を
保
た
し
め
る
た
め
で
あ
ろ
う
」
と
見
え
る（

11
（

。
こ
れ
に
拠
れ
ば
、

当
時
、
句
読
点
の
な
い
文
は
公
用
性
を
示
し
て
い
た
よ
う
で
あ
り
、
序
文

の
格
式
と
で
も
い
う
点
で
も
興
味
深
い
が
、
本
稿
で
は
こ
れ
以
上
立
ち
入

ら
な
い
で
お
く
。

　

な
お
、
服
部
が
国
語
調
査
委
員
会
の
委
員
に
任
命
さ
れ
た
の
は
、
明
治

四
十
四
年
四
月
十
三
日
で
あ
る
（『
官
報
』
第
八
三
四
〇
号
（。

二
、�「
文
法
上
許
容
ス
ベ
キ
事
項
」
お
よ
び
『
現
行
普
通
文
法
改
定
案

調
査
報
告
之
一
』
に
つ
い
て

（
一
）「
文
法
上
許
容
ス
ベ
キ
事
項
」
に
つ
い
て

　
「
許
容
事
項
」
は
、
明
治
三
十
八
年
十
二
月
二
日
に
文
部
省
告
示
第

百
五
十
八
号
と
し
て
発
表
さ
れ
た
（『
官
報
』
第
六
七
八
二
号
（。
そ
の
冒

頭
に
「
教
科
書
ノ
検
定
又
ハ
編
纂
ニ
関
シ
文
法
上
許
容
ス
ヘ
キ
事
項
ヲ
定

ム
ル
コ
ト
左
ノ
如
シ
」
と
あ
り
、
最
後
の
「
理
由
書
」
に

国
語
文
法
ト
シ
テ
今
日
ノ
教
育
社
会
ニ
承
認
セ
ラ
ル
ル
モ
ノ
ハ
徳
川

時
代
国
学
者
ノ
研
究
ニ
基
キ
専
ラ
中
古
語
ノ
法
則
ニ
準
拠
シ
タ
ル
モ

ノ
ナ
リ
然
レ
ド
モ
之
ニ
ノ
ミ
依
リ
テ
今
日
ノ
普
通
文
ヲ
律
セ
ン
ハ
言

語
変
遷
ノ
理
法
ヲ
軽
視
ス
ル
ノ
嫌
ア
ル
ノ
ミ
ナ
ラ
ズ
コ
レ
マ
デ
破
格

又
ハ
誤
謬
ト
シ
テ
斥
ケ
ラ
レ
タ
ル
モ
ノ
ト
雖
モ
中
古
語
中
ニ
ハ
其
用

例
ヲ
認
メ
得
ベ
キ
モ
ノ
尠
シ
ト
セ
ズ
故
ニ
文
部
省
ニ
於
テ
ハ
従
来
破

格
又
ハ
誤
謬
ト
称
セ
ラ
レ
タ
ル
モ
ノ
ノ
中
慣
用
最
モ
弘
キ
モ
ノ
数
件

ヲ
挙
ゲ
之
ヲ
許
容
シ
テ
在
来
ノ
文
法
ト
並
行
セ
シ
メ
ン
コ
ト
ヲ
期
シ

其
許
容
如
何
ヲ
国
語
調
査
委
員
会
及
高
等
教
育
会
議
ニ
諮
問
セ
シ
ニ

何
レ
モ
審
議
ノ
末
許
容
ヲ
可
ト
ス
ル
ニ
決
セ
リ
依
テ
自
今
文
部
省
ニ

於
テ
ハ
教
科
書
検
定
又
ハ
編
纂
ノ
場
合
ニ
モ
之
ヲ
応
用
セ
ン
ト
ス

と
あ
る
よ
う
に
、
そ
れ
ま
で
破
格
や
誤
謬
と
さ
れ
て
き
た
一
部
の
用
法
を

認
め
て
、
教
科
書
に
用
い
る
際
の
基
準
と
な
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い

る（
11
（

。
十
六
の
事
項
が
許
容
さ
れ
て
お
り
、
用
例
も
示
さ
れ
て
い
る
。
た
だ

し
、
漢
文
直
訳
と
し
て
認
め
ら
れ
る
例
文
は
、
以
下
の
一
事
項
に
見
え
る

の
み
で
あ
る
。

十
六
、「
ト
イ
フ
」
ト
イ
フ
語
ノ
代
リ
ニ
「
ナ
ル
」
ヲ
用
ヰ
ル
習
慣

ア
ル
場
合
ハ
之
ニ
従
フ
モ
妨
ナ
シ

例
／
イ
ハ
ユ
ル
哺
乳
獣
ナ
ル
モ
ノ
／
顔
回
ナ
ル
モ
ノ
ア
リ（

11
（

（
二
）『
現
行
普
通
文
法
改
定
案
調
査
報
告
之
一
』
に
つ
い
て

― （（ ―
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「
許
容
事
項
」
告
示
の
翌
三
十
九
年
一
月
に
、
国
語
調
査
委
員
会
編

『
現
行
普
通
文
法
改
定
案
調
査
報
告
之
一
』（
日
本
書
籍
株
式
会
社
（
が
刊

行
さ
れ
た（

11
（

。
そ
の
緒
言
に
は
、

本
書
ハ
、
曩
ニ
、
本
会
ニ
於
テ
決
議
セ
ル
応
急
取
調
事
項
中
ノ
一
ナ

ル
、
現
行
普
通
文
体
ノ
改
善
ヲ
計
ル
ト
云
フ
項
ニ
対
シ
テ
、
補
助
委

員
大
矢
透
ヨ
リ
提
出
シ
タ
ル
報
告
書
ノ
一
部
ナ
リ
。

本
書
ハ
、
調
査
未
ダ
完
了
セ
ズ
、
且
ツ
本
会
ノ
決
議
ヲ
経
タ
ル
モ
ノ

ニ
ア
ラ
ズ
ト
雖
モ
、
嘗
テ
文
部
大
臣
ヨ
リ
諮
問
セ
ラ
レ
タ
ル
、
文
法

上
許
容
ニ
関
ス
ル
事
項
ノ
決
議
案
ニ
対
シ
テ
、
参
考
ト
ナ
ル
ベ
キ
点

モ
少
ナ
カ
ラ
ザ
ル
ヲ
以
テ
、
此
度
印
刷
ニ
附
シ
テ
之
ヲ
世
ニ
公
ニ
ス

ル
コ
ト
ト
シ
タ
リ
。

と
あ
る
。
大
矢
透
に
よ
る
「
普
通
文
法
調
査
報
告
」
と
文
部
省
が
告
示
し

た
「
許
容
事
項
」
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
島
田
康
行
の
研
究
が
あ
る（

11
（

。
島

田
は
、「
普
通
文
法
調
査
報
告
」
に
つ
い
て
「
普
通
文
に
新
た
な
文
法
を

制
定
す
る
た
め
の
準
備
と
し
て
ま
と
め
ら
れ
た
も
の
で
あ
り
、『
許
容
』

の
内
容
は
本
書
の
提
案
を
基
と
し
て
構
成
さ
れ
て
い
る
。
本
書
の
内
容
は

必
ず
し
も
『
許
容
』
の
合
理
性
を
裏
付
け
る
も
の
で
は
な
い
が
、『
許
容
』

の
告
示
後
に
本
書
が
公
刊
さ
れ
た
の
は
、『
許
容
』
各
項
に
示
さ
れ
た
語

法
が
単
な
る
誤
謬
で
は
な
く
、
史
的
変
遷
の
結
果
で
あ
る
こ
と
を
周
知
さ

せ
る
目
的
が
あ
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
」
と
述
べ
て
い
る（

11
（

。
島
田
は

「
普
通
文
法
調
査
報
告
」
と
「
許
容
事
項
」
と
を
比
較
し
て
、
そ
の
対
応

関
係
を
、「
改
定
／
許
容
を
提
案
し
た
内
容
が
、
条
件
等
の
改
変
・
付
加

を
経
て
「
許
容
」
さ
れ
た
も
の
」「
改
定
を
提
案
し
た
内
容
が
、
そ
の
ま

ま
に
「
許
容
」
さ
れ
た
も
の
」「
改
定
／
許
容
を
認
め
ず
、
従
来
の
文
法

に
従
う
と
し
た
内
容
が
、「
許
容
」
さ
れ
た
も
の
」「
許
容
を
提
案
し
た
内

容
が
、
そ
の
ま
ま
に
「
許
容
」
さ
れ
た
も
の
」
の
四
種
に
分
け
て
い
る（

11
（

。

島
田
の
示
し
た
対
応
を
参
照
し
つ
つ
、「
普
通
文
法
調
査
報
告
」
が
訓
読

の
用
例
を
挙
げ
る
語
法
を
調
べ
る
と
、「
許
容
事
項
」
の
一
、七
、八
、九
、

十
、十
四
、十
五
、十
六
が
該
当
し
、
そ
の
半
数
を
占
め
て
い
る（

11
（

。

三
、「
漢
文
調
査
報
告
」
と
「
許
容
事
項
」
と
の
比
較

　

そ
れ
で
は
、「
許
容
事
項
」
が
「
漢
文
調
査
報
告
」
に
反
映
さ
れ
て
い

る
の
か
否
か
を
見
て
い
き
た
い
。「
漢
文
調
査
報
告
」
で
利
用
で
き
る
用

例
が
限
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
既
に
述
べ
た
が
、「
許
容
事
項
」
十
六
の
う

ち
、「
漢
文
調
査
報
告
」
に
対
応
す
る
用
例
が
見
ら
れ
る
の
は
、
四
、六
、

十
二
、十
三
、十
五
、十
六
で
あ
る（

11
（

。
以
下
、
順
に
見
て
い
く
。

四
、「
コ
ト
ナ
リ
」（
異
（
ヲ
「
コ
ト
ナ
レ
リ
」「
コ
ト
ナ
リ
テ
」「
コ

ト
ナ
リ
タ
リ
」
ト
用
ヰ
ル
モ
妨
ナ
シ

　
「
漢
文
調
査
報
告
」
に
は
、「
其
ノ
勝
各
オ
ノ
異
ナ
リ
（
其
勝
各
異（

1（
（

（」

― （（ ―
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（
適
用
ノ
例
：
斉
藤
正
謙
（
一
例
が
見
ら
れ
る
だ
け
で
あ
る
。
な
お
、
佐

藤
進
は
「
訓
読
の
終
止
形
は
、
少
な
く
と
も
明
治
末
期
ま
で
の
訓
読
は

「
異
な
り
」
が
普
通
で
あ
っ
た
。
…
…
「
て
」
に
続
く
場
合
は
、
少
な
く

と
も
明
治
末
期
ま
で
の
訓
読
は
「
異
に
し
て
」
が
普
通
」
と
言
う（

11
（

。
服
部

『
清
国
通
考
』
に
も
、「
旗
人
ニ
至
リ
テ
ハ
情
形
頗
ル
異
ナ
リ
。」（
百
八

頁
。
小
字
注
は
省
略
（「
現
在
ハ
会
典
ノ
規
定
ト
ハ
異
ニ
シ
テ
」（
六
十
八

頁
（
等
と
見
え
る
。

六
、「
ヽ
ヽ
セ
ラ
ル
」
ト
イ
フ
ベ
キ
場
合
ニ
「
ヽ
ヽ
サ
ル
」
ト
用
ヰ

ル
習
慣
ア
ル
モ
ノ
ハ
之
ニ
従
フ
モ
妨
ナ
シ

　
「
漢
文
調
査
報
告
」
で
は
、
添
仮
名
法
の
第
一
「（
甲
（
受
身
ノ
助
動
詞

ニ
該
当
ス
ル
漢
字
ニ
ハ
全
部
仮
名
ヲ
附
ス
」
に

以
レ
讒
不
レ
見
ラ
レ
レ
信
ゼ
。

と
あ
る
。『
送
仮
名
法
』
は
主
と
し
て
漢
字
を
活
用
語
と
し
て
読
む
際
の

法
則
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
受
身
の
「
見
」
の
例
に
は
触
れ
て
い
な

い
た
め
、「
漢
文
調
査
報
告
」
で
新
た
に
こ
の
項
が
立
て
ら
れ
た
も
の
と

考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
こ
こ
で
は
正
格
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
な
お
、

佐
藤
進
は
、「
許
容
事
項
」
の
該
当
例
を
訓
読
で
は
未
見
と
す
る（

11
（

。

十
二
、
て
に
を
は
ノ
「
ト
」
ノ
動
詞
、
使
役
ノ
助
動
詞
、
受
身
ノ
助

動
詞
、
及
、
時
ノ
助
動
詞
ノ
連
体
言
ニ
連
続
ス
ル
習
慣
ア
ル
モ
ノ
ハ

之
ニ
従
フ
モ
妨
ナ
シ

「
漢
文
調
査
報
告
」
で
は
、「
諸
公
卿
皆
之
ヲ
然
リ
ト
ス
（
諸
公
卿
皆
然

之
（」「
汝
吾
已
ニ
戦
死
セ
リ
ト
聞
カ
バ
（
汝
聞
吾
已
戦
死
（」「
正
行　

従

ヒ
テ
共
ニ
死
セ
ン
ト
請
フ
（
正
行
請
従
共
死
（」（
以
上
、
適
用
ノ
例
：
日

本
外
史
（「
容
ル
ト
為
ス
ニ
（
為
容
（」「
然
リ
ト
雖
モ
（
雖
然
（」（
以
上
、

適
用
ノ
例
：
韓
愈
（
が
あ
り
、
す
べ
て
終
止
形
接
続
で
正
格
に
該
当
す

る（
11
（

。
十
三
、
語
句
ヲ
列
挙
ス
ル
場
合
ニ
用
ヰ
ル
て
に
を
は
ノ
「
ト
」
ハ
誤

解
ヲ
生
ゼ
ザ
ル
ト
キ
ニ
限
リ
最
終
ノ
語
句
ノ
下
ニ
之
ヲ
省
ク
モ
妨
ナ

シ例
／
月
ト
花
／
宗
教
ト
道
徳
ノ
関
係
／
京
都
ト
神
戸
ト
長
崎
ヘ
行
ク

最
終
ノ
「
ト
」
ヲ
省
ク
ト
キ
ハ
誤
解
ヲ
生
ズ
ベ
キ
例

史
記
ト
漢
書 

ト 

ノ
列
伝
ヲ
読
ム
ベ
シ
／
史
記
ト
漢
書
ノ
列
伝 

ト
ト

ヲ
読
ム
ベ
シ

　

佐
藤
進
は
、「
訓
読
の
例
は
未
詳
」
と
す
る
。
漢
文
で
は
「
Ａ
与
Ｂ
」

の
句
形
を
「
Ａ
ト
与と

レ
Ｂ
」
と
読
む
が
、「
漢
文
調
査
報
告
」
に
は
同
じ
句

形
に
読
み
添
え
て
い
る
例
が
な
い
。
た
だ
し
、
適
用
ノ
例
の
韓
愈
「
従
天

― （（ ―
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下
之
賢
士
、
天
下
之
諸
侯
」
を
「
天
下
ノ
賢
士
ト
、
天
下
ノ
諸
侯
ト
ヲ
従

ヘ
テ
」
と
訓
じ
て
お
り
、「
与
」
が
な
い
に
も
関
わ
ら
ず
、
文
意
か
ら

補
っ
て
読
ん
で
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
僅
か
一
例
で
は
あ
る
が
、
原

文
に
「
与
」
が
な
い
場
合
で
も
、
最
終
の
「
ト
」
を
省
か
ず
に
読
ん
で
い

る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。

十
五
、
て
に
を
は
ノ
「
モ
」
ハ
誤
解
ヲ
生
ゼ
ザ
ル
限
リ
ニ
於
テ
「
ト

モ
」
或
ハ
「
ド
モ
」
ノ
如
ク
用
ヰ
ル
モ
妨
ナ
シ

例
／
何
等
ノ
事
由
ア
ル
モ
（
ア
リ
ト
モ
（
議
場
ニ
入
ル
コ
ト
ヲ
許
サ

ズ
／
期
限
ハ
今
日
ニ
迫
リ
タ
ル
モ
（
タ
レ
ド
モ
（
準
備
ハ
未
ダ
成
ラ

ズ
／
経
過
ハ
頗
ル
良
好
ナ
リ
シ
モ
（
シ
カ
ド
モ
（
昨
日
ヨ
リ
聊
カ
疲

労
ノ
状
ア
リ

誤
解
ヲ
生
ズ
ベ
キ
例

請
願
書
ハ
会
議
ニ
付
ス
ル
モ
（
ス
ト
モ　

ス
レ
ド
モ
（
之
ヲ
朗
読
セ
ズ
／
給
金
ハ

低
キ
モ
（
ク
ト
モ　

ケ
レ
ド
モ
（
応
募
者
ハ
多
カ
ル
ベ
シ

　
「
普
通
文
法
調
査
報
告
」（
四
（
は
、
大
槻
文
彦
『
広
日
本
文
典
』
が
こ

の
よ
う
な
「
も
」
の
用
法
を
固
く
禁
じ
て
い
る
と
述
べ
た
上
で
、「
サ
レ

ド
モ
、
中
古
ヨ
リ
絶
エ
テ
之
レ
ニ
類
似
セ
ル
モ
ノ
無
キ
ニ
ハ
ア
ラ
ズ
」
と

多
数
列
挙
す
る
。
そ
の
中
で
、
以
下
の
四
点
の
訓
読
例
を
挙
げ
る（

11
（

。

若
シ
有
テ
二
遺
漏
ノ
事
一
須
キ
モ
二
覚
挙
ス
一
一
挙
之
後
不
レ
許
二
更
ニ
申
コ
ト
ヲ
一　

（
三
代
格
五
ノ
六
十
八
（

十
有
三
モ
活
イ
ク
モ
病
人
面
ラ
両
頬
顴
赤
キ
モ
ノ
ハ
五
日
死
（
医
心
方
一
（

子
ノ
曰
ク
如
シ
有
ル
モ
二
周
公
之
才
之
美
ナ
ル
一
（
文
明
鈔
本
論
語
義
疏
述

而
（

縦
ヒ
或
ハ
一
人
有
ル
モ
下
唯
タ
知
上
レ
進
ム
ル
コ
ト
ヲ
二
於
飲
食
ヲ
一
不
レ
知
ラ
レ

行
フ
コ
ト
ヲ
レ
敬
ヲ
（
同
為
政
註
（

　

ま
た
、
大
矢
は

…
…
、
其
習
用
ノ
久
シ
キ
コ
ト
ハ
白
石
、
益
軒
等
ハ
勿
論
、
古
学
者

中
殊
ニ
義
門
ノ
如
キ
モ
往
々
ニ
シ
テ
之
ヲ
用
ヰ
、
現
今
ノ
法
令
文
、

著
書
、
新
聞
雑
誌
等
ニ
之
ヲ
用
ヰ
ル
コ
ト
ノ
夥
シ
キ
、
試
ミ
ニ
、
其

新
聞
ノ
何
タ
ル
ヲ
問
ハ
ズ
、
取
リ
テ
之
ヲ
検
ス
レ
バ
、
一
篇
ノ
論
説

中
、
二
三
個
以
上
此
も
ヲ
見
出
サ
ザ
ル
モ
ノ
ナ
シ
。
既
ニ
斯
ク
ノ
如

ク
ナ
ル
以
上
ハ
、
ソ
ノ
語
格
ノ
合
不
合
ハ
姑
ク
之
ヲ
措
キ
、
断
ジ
テ

本
項
ノ
如
ク
、
此
も
ヲ
以
テ
正
格
ト
定
ム
ベ
キ
ハ
当
然
ノ
コ
ト
ヽ
云

フ
ベ
シ
。

と
述
べ
、
こ
の
語
法
が
一
般
化
し
て
い
る
と
指
摘
す
る
。

　
「
漢
文
調
査
報
告
」
に
は
、「
一
家
之
ヲ
非
ト
ス
ル
モ
、
力
行
シ
テ
惑
ハ

ザ
ル
者
ハ
寡
シ
。
一
国
一
州
之
ヲ
非
ト
ス
ル
モ
、
力
行
シ
テ
惑
ハ
ザ
ル
者

ニ
至
リ
テ
ハ
、
蓋
（
シ
（
天
下
一
人
ノ
ミ
。
若
シ
挙
世
之
ヲ
非
ト
ス
ル

― （（ ―
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モ
、
力
行
シ
テ
惑
ハ
ザ
ル
者
至
リ
テ
ハ
、
則
チ
千
百
年
ニ
乃
チ
一
人
ノ
ミ（

11
（

（
一
家
非
之
、
力
行
而
不
惑
者
寡
矣
。
至
於
一
国
一
州
非
之
、
力
行
而
不

惑
者
、
蓋
天
下
一
人
而
已
矣
。
若
至
於
挙
世
非
之
、
力
行
而
不
惑
者
、
則

千
百
年
乃
一
人
而
已
耳
（」（
適
用
ノ
例
：
韓
愈
（
と
見
え
る
。
こ
こ
で
は
、

正
格
で
は
な
く
「
許
容
」
さ
れ
る
語
法
を
用
い
て
い
る
。

　

な
お
、
服
部
の
『
清
国
通
考
』
に
「
其
後
少
シ
ク
中
書
省
官
制
ヲ
更
改

セ
ル
モ
、
大
体
ニ
於
テ
ハ
前
記
ノ
如
シ
」（
二
頁
（「
軍
機
大
臣
ノ
掌
ル
ト

コ
ロ
ハ
、
上
記
ノ
諸
件
ニ
渉
ル
モ
、
其
本
務
ハ
上
諭
ヲ
擬
撰
シ
、
且
之
ヲ

奉
ジ
テ
下
ニ
下
ス
ア
ル
ナ
リ
」（
十
九
頁
（
等
、
反
接
の
「
も
」
が
使
わ

れ
て
い
る
例
が
複
数
見
ら
れ
る
。
他
方
で
、「
…
…
、
議
政
王
・
大
臣
ハ

ア
レ
ド
モ
、
政
務
一
ニ
内
閣
ニ
帰
シ
、
王
命
ヲ
出
納
ス
ル
ハ
内
閣
ノ
職
ナ

リ
キ
」（
三
十
六
頁
（「
此
風
甚
ダ
盛
ナ
リ
シ
ヨ
リ
、
官
屢
バ
之
ヲ
禁
ジ
タ

レ
ド
モ
其
効
無
シ
」（
百
四
十
九
頁
（
等
、「
ど
も
」
の
使
用
も
見
ら
れ

る
。

十
六
、「
ト
イ
フ
」
ト
イ
フ
語
ノ
代
リ
ニ
「
ナ
ル
」
ヲ
用
ヰ
ル
習
慣

ア
ル
場
合
ハ
之
ニ
従
フ
モ
妨
ナ
シ

例
／
イ
ハ
ユ
ル
哺
乳
獣
ナ
ル
モ
ノ
／
顔
回
ナ
ル
モ
ノ
ア
リ

　

先
に
も
述
べ
た
が
、「
許
容
事
項
」
で
唯
一
訓
読
文
を
挙
げ
る
事
項
で

あ
る
。「
普
通
文
法
調
査
報
告
」（
十
四
（
で
は
、『
広
日
本
文
典
』
を
引

く
が
、
大
槻
は
こ
の
「
な
り
」
の
語
源
は
「
に
て
、
あ
り
」
で
あ
る
か

ら
、「
顔
回
な
る
者
あ
り
」
等
は
「
顔
回
に
あ
る
者
」
と
な
る
の
で
「
語

を
成
さ
ず
」、

古
訓
点
ニ
ハ
顔
回
ト
云
者
、」
ナ
ド
ト
ア
リ
。（マ

マ
顔
回
ナ
ル
者
、」
ナ
ド
ト

ア
ル
ハ
、
一
斉マ

マ

点
ナ
ド
ノ
妄
訓
ナ
リ

と
し
て
、「
顔
回
な
る
者
あ
り
」
と
い
う
訓
読
を
批
判
し
て
い
る
。
こ
れ

に
対
し
て
、
大
矢
は
「
な
る
」
が
「
と
い
ふ
も
の
」「
と
い
へ
る
も
の
」

の
意
味
で
用
い
ら
れ
る
の
は
徳
川
中
葉
以
後
の
こ
と
だ
と
し
て
、「
伴
蒿

蹊
等
ノ
文
後
藤
点
一
斉
点
ノ
論
語
ノ
訓
点
ナ
ド
」
を
引
く
。
そ
の
中
、
訓

点
か
ら
挙
げ
ら
れ
て
い
る
の
は

孔
子
対
曰
有
リ
二
顔
回
ナ
ル
者
一
好
ム
レ
学
ヲ
（
後
藤
点
及
ヒ
一
斉
点
論

語
（

嬖
人
有
二
威
倉
ナ
ル
一
者
沮
レ
君
（
同
上
孟
子（

11
（

（

の
二
例
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
と
も
に
「
有
＋
固
有
名
詞
＋
者
」
の
形
で
あ

る
。

「
漢
文
調
査
報
告
」
で
は
、
添
仮
名
法
第
二
「
添
附
シ
テ
読
ム
ヘ
キ
語
ハ

送
仮
名
ノ
形
ト
シ
テ
記
ス
ヘ
シ
」
の
（
一
（
に

有
二
姓
楠
ト
イ
フ
者
一
。

― （（ ―
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と
あ
る
。
出
典
は
『
日
本
外
史
』
巻
五
の
「
豈
有
姓
楠
者
乎
」
で
あ
る
と

考
え
ら
れ
、「
漢
文
調
査
報
告
」
に
必
要
な
部
分
の
み
抽
出
し
て
い
る
よ

う
で
あ
る
。
こ
の
（
一
（
に
と
も
に
挙
げ
ら
れ
て
い
る
の
は
、「
柳
ハ
緑
」

「
万
死
モ
猶
軽
」
で
あ
り
、
名
詞
・
固
有
名
詞
に
読
み
添
え
る
例
を
示
し

て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。「
漢
文
調
査
報
告
」
に
は
、
こ
の
他
に
「
有
＋

固
有
名
詞
＋
者
」
の
文
例
が
見
え
な
い
。「
固
有
名
詞
＋
者
」
の
用
例
と

し
て
は
、
添
仮
名
法
第
一
（
前
引
（
の
（
乙
（
に

也
ヲ
「
ヤ
」、
者
ヲ
「
ハ
」、
與
ヲ
「
ヨ
リ
」
ト
訓
ス
ル
場
合
ニ
ハ

各
々
全
部
仮
名
ヲ
附
シ
由
、
自
、
従
ヲ
「
ヨ
リ
」
ト
訓
読
ス
ル
場
合

ニ
ハ
最
後
ノ
一
音
ヲ
附
ス

と
あ
る
（
二
（
に

韓
信
者ハ

淮
陰
人
也
。

の
例
を
挙
げ
て
い
る
。「
者
」
を
「
ハ
」
と
読
む
事
例
は
、
他
に
「
彼
ノ

伯
夷
叔
斉
ハ
（
彼
伯
夷
叔
斉
者
（」「
今
世
ノ
所
謂
士
ハ
（
今
世
之
所
謂
士

者
（」（
適
用
ノ
例
：
韓
愈
（
と
見
え
る（

11
（

。
後
者
は
、「
イ
ハ
ユ
ル
哺
乳
獣

ナ
ル
モ
ノ
」
に
類
す
る
句
形
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
主
題
を
提
示
す
る

「
ハ
」
と
し
て
読
ん
で
い
る
。
ま
た
、「
伯
夷
ノ
若
キ
者
ハ
（
若
伯
夷
者
（」

は
二
見
す
る
が
、
こ
れ
は
「
若
」
か
ら
「
者
」
に
接
続
す
る
際
に
「
者
」

を
形
式
名
詞
と
し
て
読
ん
で
上
を
承
け
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
ら

の
例
文
か
ら
は
、
固
有
名
詞
と
も
に
「
有
」
を
伴
う
場
合
は
「
ト
イ
フ
」

を
添
え
、「
有
」
が
な
い
場
合
に
は
「
者
」
を
「
ハ
」
と
訓
じ
、
ま
た
文

の
構
造
に
よ
っ
て
は
「
ト
イ
フ
」「
ナ
ル
」
を
用
い
ず
に
「
も
の
」
と
読

む
場
合
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
語
の
配
置
、
修
飾
構
造
等
に
よ
っ
て
読

み
方
が
異
な
っ
て
い
る（

11
（

。

　

ま
た
、
羅
工
洙
は
、
明
治
期
の
漢
文
教
科
書
に
つ
い
て
、「
ナ
ル
」
よ

り
も
「
ト
イ
フ
」
の
使
用
例
の
方
が
多
い
と
し（

11
（

、
明
治
期
の
『
論
語
』
諸

本
の
訓
点
に
つ
い
て
は
、
明
治
初
期
の
資
料
に
「
ナ
ル
」
が
多
用
さ
れ
、

後
期
の
資
料
で
は
「
ト
イ
フ
」
の
方
が
多
用
さ
れ
て
い
る
と
す
る（

1（
（

。
こ
れ

を
踏
ま
え
る
と
、「
漢
文
教
授
調
査
報
告
」
に
お
け
る
「
ト
イ
フ
」
の
採

用
は
、
明
治
期
の
趨
勢
に
従
っ
た
も
の
と
言
え
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
た

だ
し
、
上
述
の
よ
う
に
「
者
」
が
承
け
て
い
る
語
の
構
造
等
に
よ
っ
て
も

読
み
分
け
ら
れ
て
お
り
、
こ
の
点
を
踏
ま
え
た
検
討
が
必
要
で
あ
る
。

　

な
お
、
吉
川
泰
雄
は
国
文
中
の
「
な
る
」
の
用
例
を
挙
げ
る
中
で
、
頼

山
陽
の
書
簡
二
点
を
掲
出
し
て
い
る（

11
（

。
読
者
の
読
み
方
と
は
別
に
、『
日

本
外
史
』
の
作
者
頼
山
陽
が
ど
の
よ
う
な
訓
読
を
想
定
し
て
い
た
の
か
に

つ
い
て
も
、
検
討
の
余
地
が
あ
ろ
う（

11
（

。

　

ま
た
、
服
部
『
清
国
通
考
』
に
は
「
都
察
院
ナ
ル
モ
ノ
ハ
、
察
覈
常
整

飭
綱
紀
ヲ
以
テ
其
職
ト
ナ
ス
モ
ノ
ナ
レ
バ
（
以
下
略
（」（
三
十
九
頁
（

「
即
チ
現
今
ノ
奏
定
学
堂
章
程
ナ
ル
モ
ノ
是
ナ
リ
」（
七
十
七
頁
（
と
「
ナ

― （9 ―
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ル
モ
ノ
」
の
例
が
見
え
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、「
ト
イ
フ
モ
ノ
」
の
例
は

「
称
シ
テ
国
士
監
ト
云
フ
モ
ノ
即
チ
（
以
下
略
（」（
七
十
八
頁
（
等
、「
ナ

ル
モ
ノ
」
に
置
き
換
え
ら
れ
な
い
語
と
し
て
使
わ
れ
て
い
る
。
服
部
の
普

通
文
に
お
け
る
「
ナ
ル
モ
ノ
」「
ト
イ
フ
モ
ノ
」
の
使
い
分
け
に
つ
い
て

は
、
更
な
る
調
査
が
必
要
で
あ
る
が
、
自
身
が
使
用
し
て
い
る
「
ナ
ル
モ

ノ
」
を
「
漢
文
調
査
報
告
」
に
お
い
て
採
用
し
な
か
っ
た
こ
と
は
、
そ
れ

が
意
識
的
に
な
さ
れ
た
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
つ

ま
り
、
正
格
を
意
識
し
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　

以
上
に
述
べ
た
こ
と
を
ま
と
め
る
。
四
、六
、十
二
、十
三
、十
六
に
関
し

て
は
許
容
さ
れ
る
語
法
で
は
な
く
、
正
格
に
従
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ

た
。
さ
ら
に
、
十
六
の
例
か
ら
は
、
同
じ
「
者
」
で
も
文
に
応
じ
て
読
み

分
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
た
。
十
五
の
み
は
正
格
で
は
な
く

「
許
容
事
項
」
に
従
っ
て
い
る
が
、
お
そ
ら
く
は
大
矢
が
指
摘
す
る
よ
う

に
こ
の
語
法
が
浸
透
し
て
い
た
こ
と
の
表
れ
な
の
で
あ
ろ
う
。

結
語

　

本
稿
で
は
、
ま
ず
明
治
期
の
後
半
に
公
的
に
認
め
ら
れ
た
普
通
文
と
い

う
文
体
は
、
漢
文
の
書
き
下
し
（
漢
文
直
訳
（
を
包
摂
す
る
概
念
で
あ

り
、
漢
文
訓
読
と
は
密
接
な
関
係
に
あ
る
こ
と
を
確
認
し
た
。
そ
の
こ
と

は
、「
漢
文
調
査
報
告
」
が
準
拠
す
る
国
語
調
査
委
員
会
編
『
送
仮
名
法
』

や
、
そ
れ
に
関
わ
っ
た
芳
賀
矢
一
『
明
治
文
典
』
に
よ
っ
て
示
さ
れ
て
い

る
。
報
告
者
で
あ
る
服
部
宇
之
吉
自
身
も
普
通
文
を
書
き
続
け
て
い
た
。

当
時
は
、
現
在
よ
り
も
訓
読
と
書
き
言
葉
と
が
近
接
し
て
お
り
、
明
治
の

訓
読
を
理
解
す
る
に
は
、
普
通
文
に
つ
い
て
も
考
慮
す
る
必
要
が
あ
る
も

の
と
考
え
ら
れ
る
。

　

そ
し
て
、
用
例
数
の
制
約
は
あ
る
が
、「
漢
文
調
査
報
告
」
に
見
え
る

「
許
容
事
項
」
で
扱
わ
れ
て
い
る
事
項
を
調
査
し
た
と
こ
ろ
、
基
本
的
に

正
格
を
採
用
し
て
お
り
、「
許
容
事
項
」
の
十
五
の
み
「
許
容
」
さ
れ
る

語
法
に
従
っ
て
い
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
た
。
た
だ
し
、「
許
容
事
項
」

十
五
の
「
も
」
の
語
法
は
、
大
矢
に
よ
れ
ば
正
格
と
し
て
認
め
う
る
語
法

で
あ
り
、
服
部
自
身
も
普
通
文
に
多
用
し
て
い
る
こ
と
か
ら
は
、
一
般
化

し
て
い
た
と
見
て
よ
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　

本
稿
で
の
考
察
を
踏
ま
え
る
と
、「
漢
文
調
査
報
告
」
に
は
「
許
容
事

項
」
が
指
摘
す
る
普
通
文
に
見
え
る
破
格
や
誤
謬
と
さ
れ
る
語
法
は
ほ
ぼ

採
用
さ
れ
て
い
な
い
と
言
え
る
。「
許
容
事
項
」
と
比
較
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
、「
漢
文
調
査
報
告
」
の
訓
読
が
文
法
的
正
確
さ
を
重
視
す
る
傾

向
に
あ
る
こ
と
が
指
摘
で
き
る
。
た
だ
し
、「
許
容
事
項
」
の
対
象
と
し

て
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
破
格
や
誤
謬
の
表
現
も
存
在
す
る
で
あ
ろ
う
し
、

漢
文
と
普
通
文
、
漢
文
と
和
文
と
の
位
相
に
よ
る
語
法
の
違
い
と
い
う
こ

と
も
考
え
う
る
こ
と
で
あ
る
。
本
稿
で
の
考
察
結
果
は
あ
く
ま
で
も
傾
向

と
し
て
捉
え
て
お
く
。

　

本
稿
で
は
、「
漢
文
調
査
報
告
」
に
当
時
の
普
通
文
が
影
響
し
て
い
る

― （0 ―
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の
か
を
、「
許
容
事
項
」
を
用
い
て
考
察
し
た
が
、
同
時
代
の
諸
本
に
お

け
る
訓
点
・
訓
読
と
の
比
較
に
よ
っ
て
も
「
漢
文
調
査
報
告
」
の
訓
読
の

方
針
が
見
え
て
く
る
で
あ
ろ
う
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
稿
を
改
め
て
論
じ

た
い
。

注（
（
（ 

本
稿
で
は
、
主
と
し
て
戦
前
の
資
料
に
つ
い
て
は
和
暦
を
用
い
、
参
考

文
献
等
に
は
西
暦
を
用
い
る
。

（
（
（ 

「
江
戸
時
代
の
訓
法
と
現
代
の
訓
法
」（『
講
座
日
本
語
学
（　

文
体
史

Ⅰ
』
明
治
書
院
、
一
九
八
二
（（

（
（
（ 

山
本
正
秀
『
近
代
文
体
発
生
の
史
的
研
究
』（
岩
波
書
店
、

一
九
六
五
（、
見
坊
豪
紀
「
明
治
時
代
の
文
語
文
―
普
通
文
が
で
き
る

ま
で
―
」（『
言
語
生
活
』
七
四
、一
九
八
五
（
等
参
照
。

（
（
（ 

鈴
木
直
治
『
中
国
語
と
漢
文
』（
中
国
語
研
究
学
習
双
書
、
光
生
館
、

一
九
七
五
（、
注
（
（
（
前
掲
大
島
晃
が
あ
る
。
ま
た
、
拙
稿
「「
漢
文

教
授
ニ
関
ス
ル
調
査
報
告
」
の
基
礎
的
研
究
」（『
日
本
漢
文
学
研
究
』

十
四
、二
〇
一
九
（
で
は
主
と
し
て
そ
の
特
色
を
論
じ
た
。

（
（
（ 

『
訓
読
法
か
ら
見
た
近
代
の
文
章
研
究
』（
東
北
大
学
博
士
学
位
論
文
、

二
〇
〇
〇
（

（
（
（ 

「「
文
法
上
許
容
ニ
関
ス
ル
事
項
」
と
漢
文
訓
読
」（『
開
篇　

中
国
語
学

研
究
』
三
五
、二
〇
一
七
（

（
（
（ 

島
田
康
行
「
解
説
」（『
日
本
語
文
法
研
究
書
大
成　

現
行
普
通
文
法
改

定
案
調
査
報
告
之
一
』
勉
誠
出
版
、
二
〇
〇
〇
（
参
照
。

（
（
（ 

東
京
堂
出
版
、
二
〇
一
八
。

（
9
（ 

以
下
、『
送
仮
名
法
』
の
引
用
は
、
同
年
の
翻
刻
版
（
国
立
国
会
図
書

館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
（
に
よ
る
。https://dl.ndl.go.jp/

pid/99（（（（（9

（
（0
（ 

ぎ
ょ
う
せ
い
、
二
〇
〇
六
。

（
（（
（ 

注
（
（0
（
前
掲
書
、
第
二
章
国
語
調
査
の
開
始
と
初
期
の
成
果
、
第
一

節
国
語
調
査
委
員
会

（
（（
（ 

『
文
章
世
界
』
第
一
巻
第
三
号
、
明
治
三
九
年
五
月
。

（
（（
（ 

以
下
、
引
用
は
、
近
代
教
科
書
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
に
よ
る
。htt

ps://nierlib.nier.go.jp/lib/database/K
IN

D
A

I/E
G

（00（00（ 
9/900（（09（（.pdf

（
（（
（ 

『
明
治
文
典
』
に
つ
い
て
は
、
森
田
真
吾
「
文
法
教
育
史
に
お
け
る
芳

賀
矢
一
」（『
人
文
科
教
育
研
究
』
二
六
、一
九
九
九
（
を
参
照
。

（
（（
（ 

と
も
に
人
口
に
膾
炙
し
た
文
で
あ
る
が
、
そ
れ
ぞ
れ
（
ヘ
（『
荀
子
』

勧
学
篇
、（
ト
（
張
継
楓
橋
夜
泊
に
よ
る
。
な
お
、
四
十
一
年
再
訂
版

で
は
、（
ロ
（（
ト
（
が
変
更
に
な
り
、（
リ
（
が
増
え
た
が
、
漢
文
由

来
の
例
文
は
（
ヘ
（
の
み
と
な
っ
た
。

（
（（
（ 

前
者
は
『
論
語
』
里
仁
篇
に
基
づ
く
が
、
原
文
に
は
「
也
」
が
な
い

（「
子
曰
、
朝
聞
道
、
夕
死
可
矣
」（。
後
者
は
同
雍
也
篇
の
抜
粋
で
あ
る

（「
子
曰
、
知
者
楽
水
、
仁
者
楽
山
。
知
者
動
、
仁
者
靜
。
知
者
楽
、
仁

者
壽
。」（

（
（（
（ 

『
送
仮
名
法
』
は
そ
の
内
容
上
例
文
が
少
な
く
、
漢
文
由
来
の
例
文
は

以
上
二
点
で
あ
る
が
、
こ
の
他
に
も
漢
文
由
来
の
語
が
多
々
見
ら
れ

る
。

（
（（
（ 

『
実
用
明
治
文
典
』（
冨
山
房
。
教
科
書
図
書
館
蔵
（。
そ
の
例
言
に

「
編
者
曩
に
中
学
教
科
用
に
供
す
る
為
、
明
治
文
典
を
刊
行
せ
し
に
、

幸
に
大
方
の
歓
迎
を
受
け
た
り
。
今
回
中
学
教
科
目
の
改
正
に
基
づ

き
、
現
代
文
典
上
下
二
巻
と
な
し
、
尚
別
に
本
書
一
巻
を
編
成
せ
り
。

本
書
は
主
と
し
て
実
業
学
校
又
は
独
習
用
の
目
的
に
出
で
た
る
も
の

（
以
下
略
（」
と
あ
る
。『
現
代
文
典
』（
明
治
四
十
四
年
、
冨
山
房
（
で

― （（ ―
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定
教
科
書
に
適
用
さ
れ
た
わ
け
で
は
な
い
と
い
う
。

（
（（
（ 

『
論
語
』
雍
也
篇
「
孔
子
対
曰
、
有
顔
回
者
好
学
、
云
々
」
他
。

（
（（
（ 

引
用
は
『
日
本
語
文
法
研
究
書
大
成　

現
行
普
通
文
法
改
定
案
調
査
報

告
之
一
』（
勉
誠
出
版
、
二
〇
〇
〇
年
（
に
よ
る
。

（
（（
（ 

注
（
（
（
前
掲
「
解
説
」、「
明
治
期
に
お
け
る
文
語
文
法
改
定
の
試
み

―
『
現
行
普
通
文
法
改
定
案
調
査
報
告
之
一
』
再
考
―
」（『
文
藝
言
語

研
究
・
言
語
篇
』
三
八
、二
〇
〇
〇
（

（
（（
（ 

注
（
（
（
前
掲
書
「
解
説
」
十
一
頁
。

（
（（
（ 

注
（
（
（
前
掲
書
「
解
説
」
七
頁
。

（
（9
（ 

な
お
、
注
（
（
（
前
掲
佐
藤
進
が
訓
読
の
例
を
挙
げ
て
い
る
の
は
、

一
、四
、七
、十
、十
三
、十
六
で
あ
る
。

（
（0
（ 

以
下
に
そ
の
他
の
事
項
に
つ
い
て
も
述
べ
て
お
く
。
一
の
「「
居
リ
」

「
恨
ム
」「
死
ヌ
」
ヲ
四
段
活
用
ノ
動
詞
ト
シ
テ
用
ヰ
ル
モ
妨
ナ
シ
」
に

つ
い
て
は
、「
漢
文
調
査
報
告
」
に
は
、「
居
リ
」「
恨
ム
」
の
語
は
み

え
な
い
が
、「
死
ヌ
」
で
は
な
く
「
死
ス
」
が
用
い
ら
れ
て
い
る
（
用

例
は
省
略
。
以
下
同
じ
（。
な
お
、「
普
通
文
法
調
査
報
告
」
は
「
居

り
」
に
つ
い
て
は
漢
文
の
訓
点
を
例
示
し
て
い
る
が
、「
死
ぬ
」
に
関

し
て
訓
点
の
例
は
挙
げ
て
い
な
い
。
二
の
「「
シ
ク
・
シ
・
シ
キ
」
活

用
ノ
終
止
言
ヲ
「
ア
シ
シ
」「
イ
サ
マ
シ
シ
」
ナ
ド
用
ヰ
ル
習
慣
ア
ル

モ
ノ
ハ
之
ニ
従
フ
モ
妨
ナ
シ
」
は
該
当
例
が
見
え
な
い
。
三
の
「
過
去

ノ
助
動
詞
「
キ
」
ノ
連
体
言
ノ
「
シ
」
ヲ
終
止
言
ニ
用
ヰ
ル
モ
妨
ナ

シ
」
に
つ
い
て
は
、「
キ
」
の
終
止
形
を
文
末
に
用
い
て
い
る
例
が
見

え
る
。
五
の
「「
ヽ
ヽ
ヽ
セ
サ
ス
」
ト
イ
フ
ベ
キ
場
合
ニ
「
セ
」
ヲ
略

ス
ル
習
慣
ア
ル
モ
ノ
ハ
之
ニ
従
フ
モ
妨
ナ
シ
」、
六
の
「「
ヽ
ヽ
セ
ラ

ル
」
ト
イ
フ
ベ
キ
場
合
ニ
「
ヽ
ヽ
サ
ル
」
ト
用
ヰ
ル
習
慣
ア
ル
モ
ノ
ハ

之
ニ
従
フ
モ
妨
ナ
シ
」
の
例
も
見
え
な
い
。
注
（
（
（
前
掲
佐
藤
進

は
、
五
に
つ
い
て
「
訓
読
で
は
使
役
の
「
す
」「
さ
す
」
は
ほ
と
ん
ど

は
、
前
掲
の
練
習
一
の
例
文
は
さ
ら
に
入
れ
替
え
ら
れ
た
が
、（
ヘ
（

の
『
荀
子
』
由
来
の
例
文
は
、（
ホ
（
教
育
勅
語
の
一
文
等
と
と
も
に

残
っ
て
い
る
。
な
お
、『
現
代
文
典
』
は
四
十
五
年
ま
で
刊
行
が
確
認

さ
れ
る
（
国
立
国
会
図
書
館
サ
ー
チ
に
よ
る
。
筆
者
未
見
（。

（
（9
（ 

普
通
文
衰
退
の
過
程
は
、
主
と
し
て
言
文
一
致
体
（
口
語
文
（
の
発

達
、
普
及
の
観
点
か
ら
述
べ
ら
れ
る
。
注
（
（
（
山
本
正
秀
前
掲
書
で

は
、「
言
文
一
致
運
動
を
中
核
と
し
た
日
本
近
代
文
体
形
成
の
歴
史
の

終
わ
り
」
を
、
狭
義
に
は
新
聞
の
全
紙
面
言
文
一
致
化
を
経
た
大
正

十
一
年
、
広
義
に
は
敗
戦
を
承
け
て
憲
法
、
公
用
文
等
が
口
語
体
を
用

い
た
昭
和
二
十
一
年
と
し
て
い
る
（
三
十
三
頁
（。
後
述
す
る
よ
う
に
、

服
部
宇
之
吉
の
よ
う
に
昭
和
に
入
っ
て
も
全
面
言
文
一
致
化
が
終
了
し

て
い
な
い
人
物
も
お
り
、
普
通
文
の
具
体
的
な
衰
退
過
程
を
辿
る
こ
と

は
今
後
の
課
題
で
あ
る
。

（
（0
（ 

『
斯
文
』
の
同
じ
号
の
平
野
彦
次
郎
の
論
説
も
口
語
文
で
あ
る
。
ま
た
、

同
号
に
三
つ
あ
る
雑
録
の
う
ち
二
つ
が
口
語
文
、
残
り
一
つ
は
普
通
文

で
、
彙
報
欄
に
は
口
語
文
も
あ
る
が
普
通
文
の
方
が
多
い
。『
斯
文
』

に
お
け
る
文
体
の
統
一
は
こ
の
時
点
で
は
な
さ
れ
て
い
な
い
よ
う
で
あ

る
。

（
（（
（ 

出
版
は
没
後
で
あ
る
が
、
自
序
は
昭
和
十
四
年
五
月
付
で
あ
る
。

（
（（
（ 

土
居
光
知
『
日
本
語
の
姿
』（
改
造
社
、
昭
和
十
八
年
（
所
収
「
句
読

点
に
就
い
て
」
で
は
、「
手
紙
の
文
章
に
…
」
の
一
文
を
「
手
紙
の
文

章
に
句
読
点
を
附
け
る
人
も
殆
ん
ど
い
な
い
」
に
改
め
て
い
る
。

（
（（
（ 

島
田
康
行
「
国
定
国
語
読
本
に
お
け
る
『
文
法
上
許
容
ス
ベ
キ
事
項
』

の
適
用
状
況
」（『
人
文
科
教
育
研
究
』
第
二
五
号
、
一
九
九
八
年
（、

同
「
国
定
国
語
読
本
に
お
け
る
「
文
法
上
許
容
ス
ベ
キ
事
項
」
の
適
用

状
況
（
二
（
―
そ
の
推
移
と
背
景
―
」（『
人
文
科
教
育
研
究
』
第
二
六

号
、
一
九
九
九
年
（
に
よ
れ
ば
、「
許
容
事
項
」
の
全
て
の
事
項
が
国

― （（ ―
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使
わ
れ
ず
、「
し
む
」
を
使
う
の
で
、
検
証
は
困
難
で
あ
る
」
と
し
、

六
に
つ
い
て
訓
読
で
は
未
見
と
す
る
。
七
「
得
シ
ム
」
ト
イ
フ
ベ
キ
場

合
ニ
「
得
セ
シ
ム
」
ト
用
ヰ
ル
モ
妨
ナ
シ
」
も
見
え
な
い
。
佐
藤
は
、

「
訓
読
で
は
す
で
に
「
得
せ
し
む
」
が
通
用
し
て
い
た
」
と
述
べ
る
。

八
「
佐
行
四
段
活
用
ノ
動
詞
ヲ
助
動
詞
ノ
「
シ
・
シ
カ
」
ニ
連
ネ
テ

「
暮
シ
シ
時
」「
過
シ
シ
カ
バ
」
ナ
ド
イ
フ
ベ
キ
場
合
ヲ
「
暮
セ
シ
時
」

「
過
セ
シ
カ
バ
」
ナ
ド
ト
ス
ル
モ
妨
ナ
シ
」、
九
「
て
に
を
は
ノ
「
ノ
」

ハ
動
詞
、
助
動
詞
ノ
連
体
言
ヲ
受
ケ
テ
名
詞
ニ
連
続
ス
ル
モ
妨
ナ
シ
」

も
見
え
な
い
。
十
「
疑
ノ
て
に
を
は
ノ
「
ヤ
」
ハ
動
詞
、
形
容
詞
、
助

動
詞
ノ
連
体
言
ニ
連
続
ス
ル
モ
妨
ナ
シ
」
に
つ
い
て
、「
漢
文
調
査
報

告
」
で
は
疑
問
の
助
詞
「
ヤ
」
は
用
い
ら
れ
ず
、「
カ
」
が
用
い
ら
れ

て
い
る
。
十
一
「
て
に
を
は
ノ
「
ト
モ
」
ノ
動
詞
、
使
役
ノ
助
動
詞
、

受
身
ノ
助
動
詞
、
及
、
時
ノ
助
動
詞
ノ
連
体
形
ニ
連
続
ス
ル
習
慣
ア
ル

モ
ノ
ハ
之
ニ
従
フ
モ
妨
ナ
シ
」
は
見
え
な
い
。「
十
四　

上
ニ
疑
ノ
語

ア
ル
ト
キ
ニ
下
ニ
「
疑
」
ノ
て
に
を
は
ノ
「
ヤ
」
ヲ
置
ク
モ
妨
ナ
シ
」

も
見
え
な
い
が
、「
漢
文
調
査
報
告
」
で
は
疑
問
文
で
は
な
く
反
語
文

と
し
て
「
豈
～
信
ゼ
ン
ヤ
」
の
例
が
見
え
る
。

（
（（
（ 

「
漢
文
調
査
報
告
」
の
例
文
は
漢
文
に
訓
点
が
付
さ
れ
る
形
で
提
示
さ

れ
て
い
る
が
、
本
稿
で
は
普
通
文
つ
ま
り
文
体
と
の
関
係
を
考
察
す
る

た
め
、
表
記
上
書
き
下
す
こ
と
が
可
能
な
例
文
は
漢
字
カ
ナ
交
り
文
に

直
し
て
引
用
す
る
。「
普
通
文
法
調
査
報
告
」
の
引
用
も
同
様
に
す
る
。

（
（（
（ 

注
（
（
（
前
掲
。

（
（（
（ 

注
（
（
（
前
掲
。

（
（（
（ 

「
曰
ク
、
…
ト
」
の
形
は
除
く
。

（
（（
（ 

出
典
表
記
は
原
文
で
は
小
字
双
行
。
ま
た
、
合
成
仮
名
は
現
代
の
字
体

に
改
め
た
。
以
下
同
じ
。

（
（（
（ 

傍
線
は
筆
者
が
付
し
た
。（
シ
（
は
補
っ
た
。

（
（（
（ 

『
孟
子
』
は
、「
威
」
を
「
臧
」
に
作
る
。

（
（（
（ 

『
官
報
』
で
は
、「
彼
伯
夷
叔
斉
者
」
の
「
者
」
の
下
に
「
ハ
」
と
あ
る

が
、「
斉
」
に
「
ナ
ル
」「
ト
イ
フ
」
と
送
ら
れ
て
い
な
け
れ
ば
「
者
」

を
「
も
の
」
と
は
読
め
な
い
の
で
、
活
字
の
ズ
レ
と
判
断
す
る
。

（
（9
（ 

春
日
和
男
「『
な
る
』
の
意
味
変
化
―
『
文
法
上
許
容
ニ
関
ス
ル
事
項

一
六
』
の
場
合
―
」（『
語
文
研
究
』
一
八
、一
九
六
四
（
は
、
四
書
の

訓
点
を
調
査
し
て
い
る
。
春
日
に
よ
れ
ば
、
加
点
者
に
よ
る
違
い
、
同

じ
訓
点
本
で
の
違
い
等
が
見
ら
れ
る
が
、
中
国
語
の
「
者
」
の
用
法
と

日
本
語
表
現
の
ズ
レ
に
も
留
意
す
る
必
要
が
あ
る
。
本
稿
で
は
、「
許

容
事
項
」
と
の
対
照
に
論
点
を
絞
る
た
め
、「
者
」
の
訓
読
に
つ
い
て

の
検
討
は
今
度
の
課
題
と
す
る
。

（
（0
（ 

注
（
（
（
前
掲
論
文
二
十
二
～
二
十
三
頁
。

（
（（
（ 

注
（
（
（
前
掲
論
文
四
十
五
頁
。

（
（（
（ 

「
顔
回
な
る
者
」（『
近
代
語
誌
』
角
川
書
店
、
一
九
七
七
〔
初
出
は

『
国
語
研
究
』
第
二
四
号
、
一
九
六
八
〕（

（
（（
（ 

参
考
ま
で
に
、
岩
波
文
庫
『
日
本
外
史
』
旧
版
（
頼
成
一
訳
、
昭
和

十
一
年
（
は
「
漢
文
調
査
報
告
」
が
例
示
し
て
い
る
「
有
姓
楠
者
」
の

個
所
を
「
と
い
ふ
者
」
と
読
ん
で
い
る
が
、
同
新
版
（
頼
成
一
・
頼
惟

勤
訳
、
一
九
七
六
（
は
「
な
る
者
」
と
改
め
て
い
る
。
巻
五
の
「
固
有

名
詞
＋
者
」
を
調
査
し
た
と
こ
ろ
、
旧
版
は
す
べ
て
「
と
い
ふ
者
」
と

読
ん
で
い
た
が
、
新
版
で
は
「
と
い
ふ
者
」「
な
る
者
」
が
混
在
し
て

い
る
。

付
記

　

本
稿
は
、
令
和
四
年
度
國
學
院
大
學
国
内
派
遣
研
究
員
と
し
て
の
成
果
の
一

部
で
あ
る
。

― （（ ―

「漢文教授ニ関スル調査報告」における普通文の影響について




